
Global Studies Program（１） 

12月 18日（月）から 22日（金）の 5日間、1年 H組に対して「Global Studies Program」が実

施されました。兵庫県の公立高校では普通科の魅力・特色を高めるため特色類型が設置されている

高校があり、２月に特色選抜を実施し、入学者を選抜しています。本校も特色類型としてスクール

ミッションである「次世代を担うリーダーを育成する学校」実現のための一つでもあり、国際交流

の機会を通して、英語を多角的に学ぶとともに国際的視野を育成する国際総合類型を設置していま

す。その国際総合類型であるのが 1年 H組です。今年度より 1 クラスにして本プログラムの実施等

により、さらなる魅力化、特色化を図っています。 

 

「Global Studies Program」とは 

 

日本の若者に欠けているのは何か   自分の可能性を信じ、大きな夢を持ってグローバ 

ル社会で人生を切り拓く力を身につけること 

 

将来の日本、さらに言えばこれからの世界を担う潜在能力の高い日本の高校生が、欧米 

の高い志をもった大学生・大学院生とのプロジェクトやディスカッションを通じて、自 

分の無限の可能性を信じ、大きな夢を持ってグローバル社会で人生を切り拓く力を身に 

つけることを目的として開発されたものです。 

 

＜目指す人物像＞ 世界の人々の幸せに貢献することで、自分自身も幸せな人生を送れ 

るグローバル市民 

              

そのために 

・自分の人生を自分で選択し、判断、決断できる 

・自分の意見をしっかり持ち、それを相手に論理的に伝えられる 

・様々な国の人々の考え方を受け入れる柔軟性を持つ 

・様々な国の人々と協働し、リーダーシップをとれる 

・世の中で起こっていることを自分に関わりのあることと捉え、 

課題解決に向け、実際に行動に起こすことができる 

 

こういった力をつけるために具体例をいくつかあげると  

・生徒６～7名の小グループに外国人留学生が 1名加わり、小グループ編成で、ディス 

カッションや協働プロジェクトにオールイングリッシュで取り組む。 

・生徒を Active Learner にするため、様々なトピックについて英語で考え、発話する機会が

多く与えられる。 

・外国人のプロフェッショナルリーダーがファシリテーターを務め、全体をコーディネートす

る。 

・プログラム全体についてすべて英語で進行し、外国人留学生は質問やポジティブなフィード

バックを繰り返しながら参加者をサポートする。 

 



以下プログラム実施中の様子です。 

   

   

    

   

 



  
 

  

  

    

           


